
合志市における硝酸性窒素の現状について

合志市 市民生活部 環境衛生課

令和７年度（2025年度）

第２回合志市硝酸性窒素削減計画策定委員会 資料

参考



目次

１．本市の地下水について  ・・・・・２

２．硝酸性窒素の影響等について  ・・・・・７

３．土地利用の変化について  ・・・・・８

４．地下水質について  ・・・・・９

５．発生源について  ・・・・・１２

1



１．本市の地下水について（熊本の地質）

参考文献：くまもとの豊かな地下水を未来へ守り、育て、活かすパンフレット（熊本県）

◆地理的要因
阿蘇山の噴火活動に伴い生じた火砕流堆積物が幾重

にも堆積しており、地質学では古い順に、Aso-1、
Aso-2、Aso-3、Aso-4 という記号で区分されている。
この地層は、隙間や割れが多く、水分が通りやすい

特徴を持っている。

◆帯水層について
主にAso-4以上が第一帯水層、Aso-3～1が第二帯水

層と呼ばれている。

地下に浸透しやすく地下水になりやすい
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１．本市の地下水について（地層断面図）

◆阿蘇-4火砕流堆積物（Aso-4）や阿蘇-3火砕流堆積物（Aso-3）が堆積し、それぞれ標高20～120m、0～80m程度
に分布し、東に向かって高くなる。

熊本地域地質図（熊本地盤研究会）（令和元年7月、熊本地盤研究会）に一部加筆
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１．本市の地下水について（地層分布）

参考文献：地質情報に基づく地下水保全対策地図（合志市）作成委託業務（平成26年11月、熊本地盤研究会）

◆地層分布
第二帯水層への影響が低い地域

→難透水層（阿蘇4/3）が分布している場所

第二帯水層への影響が中位の地域
→難透水層（阿蘇3/2）が分布している場所

第二帯水層への影響が高い地域
→難透水層（阿蘇4/3、3/2）が分布していない場所

第一帯水層への影響はどの地点でも発生する
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１．本市の地下水について（地下水位）

◆地下水位は、夏～秋の降水量の多い時期に上昇し、冬～夏前に低下する。

◆降雨量と比較すると、降雨に対して2ヶ月程度遅れて変動する傾向がみられる。

熊本第2号観測井
（合志市上庄）

熊本県提供データ、気象庁HPデータより作成
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井戸深度：81.50 m、地盤高：73.67 m

井戸深度：120.00 m、地盤高：76.21m

※ 熊本地震後に実施した井戸標高等の調査
に基づき、地震前後の水位を補正

 地震前：+ 0.28 m 地震後：+0.17 m

※熊本地震後に実施した井戸標高等の調査
に基づき、地震前後の水位を補正

 地震前：- 0.10 m 地震後：- 0.11 m

熊本第3号観測井
（合志市野々島）

国土交通省国土数値情報（河川データ、行政区域データ） 、国土地理院基盤地図情
報数値標高モデル10mメッシュデータより作成

凡例
●：観測地点

熊本県提供データ、気象庁HPデータより作成
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１．本市の地下水について（地下水流動）

弁天山

群山

合志市

白川

弁天山

4
0

4
5

辻久保

合志市

白川

◆第一帯水層（Aso-4） は、弁天山～群山を結ぶ線が分水界となり、以北と以南の地下水系を形成する。
流動方向は地形に沿っている。

◆第二帯水層（Aso-3～1）は、弁天山～辻久保を結ぶ線が分水界となり、これを境に北西側と南東側の地
下水系に区分される。この分水界の形態は季節的に変動するものと考えられる。

◆北西側の地下水は北西～北方に流動しており、南東側は白川方面へ流動する。

地下水位等高線図（第一帯水層） 地下水位等高線図（第二帯水層）

参考文献：平成7年度 菊池台地南部地区地下水流動調査業務報告書（1996年、熊本県）
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２．硝酸性窒素の影響等について

◆特徴
・土壌、水、植物中のあらゆる場所に存在
・水に溶けやすく、土壌に保持されにくい
・無味・無色・無臭

地下水に流出しやすい
◆環境への影響

地下水や河川に大量に流入すると、湖沼等の冨栄養化の原因
となる。
環境基本法に基づく地下水の環境基準：10㎎／L以下

◆人への影響
硝酸性窒素が体内で一部還元され亜硝酸性窒素となる。

この亜硝酸性窒素により、赤血球のヘモグロビンが酸化され、メ
トヘモグロビンに変化。メトヘモグロビンになると、酸素と結合
できず、血液中の酸素が少なくなり、チアノーゼなどの酸素欠乏
症を起こす。
水道法に基づく水道水質基準：10㎎／L以下

特に乳児が発症しやすいため、注意が必要
参考文献：硝酸性窒素対策に関するパンフレット（環境省、2020）
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３．土地利用の変化について

◆南西部及び中央部にかけて市街地が点在し、北部は田や畑が広がる。

◆昭和51年から平成28年の約40年で市街地（建設用地）が17.4％増加し、

畑（その他の農用地）や森林、荒地等がやや減少し、市街化がすすんでいる。

参考文献：国土交通省国土数値情報（行政区域データ）、国土交通省国土数値情報（土地利用細分メッシュデータ）、地理院タイル（淡色地図）より作成

昭和51（1976）年度

平成28（2016）年度

土地利用種

田

その他の農用地

森林

荒地

建物用地

道路

鉄道

その他の用地

河川地及び湖沼

ゴルフ場

土地利用種

田

畑

果樹園

その他の樹木畑

森林
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建物用地A

建物用地B
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その他の用地

田

16.1%

その他の農用地

45.8%

森林

16.5%
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4.4%

建物用地

9.7%

幹線交通用地

0.7%

その他の用地

6.8%

河川地及び湖沼

0.0% ゴルフ場

0.0%

S51

田 その他の農用地 森林

荒地 建物用地 幹線交通用地

その他の用地 河川地及び湖沼 ゴルフ場

田

29.8%
その他の農用地

33.4%

森林

6.2%

荒地

0.1%

建物用地

20.5%

幹線交通用地

0.3%

その他の用地

6.5%

河川地及び湖沼

3.2% ゴルフ場

0.0%

S51

田

その他の農用地

森林

荒地

建物用地

幹線交通用地

その他の用地

河川地及び湖沼

ゴルフ場

田

29.8%
その他の農用地

33.4%

森林

6.2%

荒地

0.1%

建物用地

20.5%

幹線交通用地

0.3%

その他の用地

6.5%

河川地及び湖沼

3.2% ゴルフ場

0.0%

S51

田

その他の農用地

森林

荒地

建物用地

幹線交通用地

その他の用地

河川地及び湖沼

ゴルフ場

田

16.6%

その他の農用地

37.5%森林

12.6%
荒地

0.1%

建物用地

27.1%

幹線交通用地

0.6%

その他の用地

4.8%

河川地及び湖沼

0.2%
ゴルフ場

0.5%

H28
田 その他の農用地 森林
荒地 建物用地 幹線交通用地

昭和51（1976）年度 平成28（2016）年度
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４．地下水質（平面分布）

◆環境基準を超える井戸が複数みられる。

◆基準超過地点の近傍は、その他農用地の土地利用が多くみられる。

国土交通省国土数値情報（行政区域データ）、国土交通省国土数値情報（土地利用細分メッシュデータ）、熊本県提供データより作成

BS-1
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BM-56

BG-17
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BG-1
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BG-6

BG-8

AM-32

AT-1

AD-1-1
AM-33 AG-6

AM-42
AM-41

AG-3

AG-7

AG-4AG-7

AG-7
AM-43

AM-44
AS
AG-4

AS-A-44
AM-45

BG-13
BD-3

BG-7
BD-1

BG-2
BD-5

AS-2

AS ※10mg/L超過地点のみ
 井戸No.を表示
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４．地下水質（経年変化：旧合志地点）

【参考】環境基準値（10mg/L）

◆ 令和6年度採水時点で基準を超過している箇所が
６か所ある。

◆ 特に北側では濃度が高い傾向にある。
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参考文献：国土交通省国土数値情報（河川データ、行政区域データ） 、国土地理院基盤地図情報数値標
高モデル10mメッシュデータ、熊本県提供資料より作成

追加



４．地下水質（経年変化：旧西合志地点）

【参考】環境基準値（10mg/L）

◆令和6年度採水時点で基準を超過している箇所が１か所ある。

◆全体的には一定で推移しており、おおむね減少傾向が見受けられる。
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参考文献：国土交通省国土数値情報（河川データ、行政区域データ） 、国土地理院基盤地図情報数値標高モデル10mメッシュデータ、熊本県提供資料より作成



５．発生源（種類ごとの窒素発生量の増減）

◆合志市における種類ごとの窒素発生量の増減としては、畜産系が全体の約75％以上を占める。それ以外は全体の
約15％以下にとどまる。

◆ 2016年度以降の生活系の減少は、下水処理接続先の変更の影響を受けている。

参考文献：環境省委託発生負荷量調査結果より作成 ※2007年、2008年は欠損
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図 合志市の窒素発生負荷量の変化
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５．発生源（家畜飼養頭羽数（牛、豚、鶏））

◆ 2024年度の飼養経営体数は、乳用牛と肉用牛があわせて79経営体であり、豚の4経営体、鶏の3経営体に
対して多い。

◆ 2004年度から2024年度の20年で、肉用牛の飼養頭数を除き、農家数、飼養頭羽数は減少している。

参考文献：熊本県 2004年度熊本県畜産統計、 2024年度熊本県畜産統計より作成

表 合志市の家畜飼養頭羽数一覧（2004年）

表 合志市の家畜飼養頭羽数一覧（2024年）

和暦 年度

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（頭）

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（頭）

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（頭）

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（羽）

H16年度 2004年度 93 5,024 49 1,946 6 6,103 7 494,500

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏

和暦 年度

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（頭）

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（頭）

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（頭）

飼養戸数

（戸）

飼養頭数

（羽）

R6年度 2024年度 39 4,085 40 3,194 4 5,571 3 309,879

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏

※旧合志町、旧西合志町の数値を合計したものを記載している。

13



水稲

25.9%

飼料用作物・

牧草専用地

24.5%

小麦

3.9%

大麦・裸麦

12.9%

そば 0.0%
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0.5%

いも類 1.4%

大豆

8.6%

その他の豆類

0.1%

たばこ

7.0%

その他の工芸農作物

0.2%

だいこん 1.7%

はくさい 1.2%

ほうれんそう

0.7%

すいか

7.5%

その他の野菜

3.0%

ぶどう

0.6% その他の果樹 0.2%

水稲

32.4%

飼料用作物・

牧草専用地

23.2%

小麦

2.6%

大麦・裸麦

13.5%
そば 1.3%

その他の雑穀

0.0%

いも類 0.9%

大豆

8.9%

その他の豆類

0.0%

たばこ

0.0%

その他の工芸農作物

5.7%

だいこん 0.0%

はくさい 0.0%

ほうれんそう

2.0% すいか 5.2%

その他の野菜

4.1%

ぶどう

0.3% その他の果樹 0.0%

水稲 飼料用作物・牧草専用地 小麦
大麦・裸麦 そば その他の雑穀
いも類 大豆 その他の豆類
たばこ その他の工芸農作物 だいこん
はくさい ほうれんそう すいか
その他の野菜 ぶどう その他の果樹

５．発生源（農地）

◆合志市での作付面積は、水稲、飼料用作物・牧草専用地、大麦・裸麦、大豆、すいかが多い。

◆作付面積の割合は、2005から2020年の15年でたばこ、だいこん、はくさいの減少といった変化がみら
れる

図 2005年作付面積割合 図 2020年作付面積割合

参考文献：熊本県 2005年農林業センサス、 2020年農林業センサスより作成
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５．発生源（生活排水）

◆合志市における2023年度末時点の汚水処理人口普及率は、99.778％と、熊本県平均89.9％と比較して高い。

◆単独浄化槽の数は、年々減少傾向にある。

参考文献：熊本県浄化槽台帳システム、下水道課提供データより作成

図 合志市の生活排水処理方法の推移
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